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渋沢敬三と魚名研究
　―　その特徴と学史的意義　―　


















































1937. 1 「魚名集覧」がアチックの仕事としておこなわれるようになる（アチックマンスリー 20号）
1937. 1 アチックの新年打合会にて、魚名の採集が 7,000に達したことが報告される（アチックマンスリー 20号）
1937. 2 「アチックマンスリー」紙上において『魚名温故録』の 4月発刊が予告される（ただしその後、刊行は確認さ
れず）（アチックマンスリー 21号）




1938. 5 渋沢、「魚名集覧」原稿についていったん浄書をおこなう（アチックマンスリー 35号）
1938. 5 渋沢、「魚名方言に関する若干の考察」執筆に着手する（アチックマンスリー 35号）
1938. 6 岩倉・村上・内田、東書文庫（東京王子）にて小学教科書を閲覧し魚名の収集をおこなう、同作業のため岩
倉・村上は当分のあいだ東書文庫に通う（アチックマンスリー 35号）
1938. 7 内田・木島、魚名編輯室にてメダカ方言カード 8,000枚の整理完了（アチックマンスリー 36号）
1938. 7 渋沢、「魚名集覧」巻頭論文の完成が近いことが報告される（アチックマンスリー 36号）
1938. 8 魚名編輯室は総動員（桜田、小野も参加）で、 2日間にわたり東書文庫において教科書約 700冊を閲覧し、魚
名カードの採録をおこなう（アチックマンスリー 37号）
1938. 8 内田・木島、東書文庫採録の魚名カードを整理する（アチックマンスリー 37号）




1938. 9 メダカ編輯室の仕事が順調に進んでいることが報告される（アチックマンスリー 38号）
1938. 9 鈴木、「水産名彙」の調査を終える（アチックマンスリー 39号）





1939. 4 魚名集覧編纂室より、カードに採録された魚名は 13,000にのぼることが報告される（アチックマンスリー 43
号）
1939. 4 渋沢、「魚名方言に関する若干の考察」を脱稿し、「魚名集覧」から独立させる（宮本　1973）
1940. 5 渋沢、「式内魚名」を発表する（『季刊アチック』 1号）
1940. 5 時局の影響で出版が滞るなか、近時『魚名集覧』が印刷に回る予定であることが報告される（季刊アチック 1
号）
1941. 5 渋沢、倉場富三郎編「日本西部及び南部魚類図譜」（グラバー図譜）の調査に長崎へ行く（森　online : 
text_99_001.html）
1941. 11 渋沢、社会経済史学会第 11回大会にて講演し魚名研究の重要性について言及する（「所感：昭和十六年十一月
二日社会経済史学会第十一回大会にて」）（渋沢　1954）
1942. 3 渋沢、『日本魚名集覧第 1部』を刊行する
1942. 8 渋沢、「式内水産物需給試考」（『渋沢水産史研究室報告』 2輯）を発表する
1943. 2 渋沢、『日本魚名集覧第 3部―魚名に関する若干の考察―』を刊行する
1943. 秋 渋沢、「『延喜式』内水産神饌に関する考察若干」の執筆を終える
1944. 10 渋沢、『日本魚名集覧第 2部』を刊行する
1949. 10 渋沢、「『延喜式』内水産神饌に関する考察若干」を発表する（『小野武夫博士還暦記念論文集（下）』）
1958. 12 渋沢、『日本魚名集覧（第 1・2部組）』を再版する（角川書店）



























































































































































































































































・1927年 4-7月　「蝸牛考」（『人類学雑誌』42巻 4～ 7月号）
・1930年  7月　『蝸牛考』（刀江書院）　＊「蝸牛異稱分布図」を掲載
・1942年  3月　『日本魚名集覧第 1部』
・1943年  2月　『日本魚名集覧第 3部』　＊「沿岸特殊魚名表」を掲載
・1943年  2月　『蝸牛考　改訂版』（創元社）
・1944年 10月　『日本魚名集覧第 2部』
・1958年 12月　『日本魚名集覧全 2巻（ 1部・2部）』再版（角川書店）
・1959年 10月　『日本魚名の研究』（角川書店）＊『日本魚名集覧第 2部』を増補・改訂したもの
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・1980年  5月　  『蝸牛考』（岩波文庫版）＊創元社刊の改訂版を底本とするも、付録として初版に
しかない「蝸牛異稱分布図」を掲載。さらに柴田武による図「『蝸牛考』による
蝸牛方言の周圏分布」（柴田　1980）を掲載。
３）日本魚名集覧（渋沢）と蝸牛考（柳田）の関係　―　分布図をめぐって　―　
・1930年『蝸牛考』（初版）において「蝸牛異称分布図」が提示され、初めて周圏論が図示される。
・ 1943年『日本魚名集覧第 3巻』で「沿岸特殊魚名表」（図）が提示され、魚名分布において「遠
方の一致」は 6つある傾向性の一つにすぎないことが示される。さらにそれについて周圏論によ
る解釈はなされない。
・ 1943年『蝸牛考』（改訂版）で、「蝸牛異称分布図」は削除される。つまり、柳田の図は渋沢の
「沿岸特殊魚名表」と相照らす存在であるとともに、トレードオフの関係でもある。
４）渋沢魚名研究の学史的意義　―　柳田国男との対比　―　
・民俗学の主流（柳田民俗学）への暗黙の批判となる。
・ 昭和 10年代、近代学問としての民俗学の黎明期において、対象（民具）だけでなく、方法論
（周圏論）についても再考を迫った。
・ 魚名研究に「同定」のプロセスを設定することで、柳田の語彙主義を強く批判し、『蝸牛考』の
元をなす質問紙調査とともに、その後の調査結果の恣意的な解読について修正を迫った。
・周圏論の民俗学における一般理論化をとどまらせ、方言研究に限定させる重要な契機となった。
・ 単に一次資料を発掘し記録するだけでなく、また柳田民俗学を補完するだけの存在でもないこと
を示した。
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